
実行団体の実施対象地域外にも持続可能かつ効率的に届けられるよ

うな仕組みが波及し、全国の食支援活動団体が未利用食品を活用し、

継続的な支援を行うことができる

全国レベルの企業・行政など多様なセクターが

食品寄付に資するロジシステムの理解を促進し、

重要性を認識している

コーディネーターの設置

実施対象圏域での検討会の開催

各セクターに対する圏域での研修会の開催

最終アウトカム（上位目的）

中間アウトカム（戦略目的）

直接アウトカム（手段目的）や活動

実行団体の実施対象地域に、

企業などからの寄贈品を持続可能かつ効率的に

届けられるような仕組みができている

参加する企業の広がり・食品寄贈の実証

物流網の整備に伴う社会コスト（インフラ）の算出

ロジハブ先駆事例の視察

居場所を通じた、在宅を支援する機能の試行

全国の企業からの寄贈食品が地域内外から持続可能かつ効率的に

届けられるような仕組みが事業終了後も継続的に運用されている
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